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Abstract

Sea current information is used in a variety of fields, including navigation safety, marine economic 

activities, marine environment conservation, and marine leisure. The Japan Coast Guard’s Hydrographic 

and Oceanographic Depar tment has been conducting ocean current obser vations, tidal current 

observations, coastal current surveys, and so on to collect information on ocean currents, and has been 

publicizing the results in order to contribute to the public. In this paper, a technique for simulating tidal 

current, one type of the ocean current information, is reported. In order to make it a data for preparation in 

the research of 2018, we investigated the method of creating a tidal harmonic constants data set, and 

report the results.

1　はじめに
海の流れの情報は，航海安全，海洋での経済活
動，海洋環境の保全，及び海洋レジャーなど様々
な分野で利活用されている．海上保安庁海洋情報
部では測量船及び巡視船等を使用して，海流観
測，潮流観測，及び流況調査等を行って海の流れ
に関連する資料を収集している．収集した資料は
整理・解析した後，観測報告書等の成果を作成
し，印刷物やWebサイトで公表し，国民に寄与
している．近年，海洋に関連する技術が進歩して
いるところ，デジタルデータを各種海洋空間情報
と重畳，航海システムへの表示，及び流況予測
ツールの開発など利活用の多様性に対応した高品
質な海の流れの情報の必要性が高まっている．こ
のため，海上保安庁海洋情報部では海の流れの情

報の一つである潮流について，新しい面的な情報
（以下，「潮流グリッドデータ」という）の作成に
向けた研究を行っている．2018 年度の研究では，
潮流グリッドデータの作成にあたり，最初にその
手法を何にするか決定した．この決定に必要な資
料の一つとするため，海上保安庁海洋情報部が保
有する潮流調和定数データセットの作成手法に関
する調査を行ったので，その結果を報告する．

2　調査の概要
調査項目は，作成年月，海域，空間種別（単一
点かグリッドか），作成したときの研究（論文）
名等，概要，海上保安業務での使用実績，メリッ
ト（利活用性），デメリット（課題等），潮流グ
リッドデータ作成への直接的な利用価値，及びそ
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の理由とした．作成年月から概要までは主に研究
報告（論文）等により調査したものである．海上
保安業務での使用実績は，過去の当部の報告書及
び資料等により調査したものである．メリットか
ら利用価値の理由までは調査結果から判明したこ
とを踏まえ，著者の考えを記載したものである．
調査結果は，Table 1 から Table 3-eに示す．各

Tableの概要について以下に記載する．
なお，IDの項目の英字 2 文字＋数字 2 文字の
4文字は，各 Tableを参照するためのものである．

Table 1 は単点の実測値から作成した潮流調和
定数データセットについて，取りまとめたもので
ある．

Table 2-a，及び Table 2-bは，設定した範囲内
にある単点の実測値から求めた潮流調和定数を使
用し，各点間を内外挿して作成したグリッドの潮
流調和定数データセットについて，取りまとめた
ものである．これらの潮流調和定数は，パーソナ
ルコンピュータが広く利用され始めたころの
1984 年に東京湾（PG01）が作成され，その後，
宗谷・津軽・対馬・大隅海峡（PG02），瀬戸内海
全域・東京湾・伊勢湾・大阪湾・有明海・鹿児島
湾（PG03），鳴門海峡・関門海峡（PG04）が作
成された．PG03 は，1989 年度に海上保安庁海洋
情報部で開発した「潮汐・潮流表示プログラム」
で使用できるよう潮流調和定数データセットの

フォーマットを変換したものである．PG05 は，
グリッドサイズが粗い，及び調和定数の精度が低
いとの指摘があったため使用を取り止めたもので
ある．PG06 は，第十一管区海上保安本部が潮流
調和定数データセットの作成に取り組んだもので
あるが，シミュレーションにより潮流調和定数
データセットを作成することとしたため途中で取
りやめたものである．PG07 は，潮流調和定数
データセットを作成するための実測値の精度，及
びデータ期間の問題があり，使用できる水準まで
には至っていないものである．

Table 3-aから Table 3-eまでは，モデルを使用
したシミュレーションで作成したグリッドの潮流
調和定数データセットについて，取りまとめたも
のである．SI01 から SI11 までは，流況予測の情
報を提供することで航海安全に寄与すること，漂
流予測で使用することで人命・財産の保護に寄与
することの 2 点を主目的として，1985 年から一
般財団法人（当時は「財団法人」）日本水路協会
が作成してきたものである．なお，1994 年以降
は，海上保安庁海洋情報部との共同研究として作
成している．SI12 は，2014 年 3 月に海上保安庁
海洋情報部で開発したものである．SI13 は，沖
縄科学技術大学院大学（OIST）と第十一管区海
上保安本部が共同研究の協定を結び，OISTによ
り開発・作成されたものである．

Table 1．Tidal current harmonic constant data set created from measured values at a single point.
表 1．単点の実測値から作成した潮流調和定数データセット．
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Table 2-b． A tidal current harmonic constant data set created by interpolating and extrapolating the measured values 
of a single point into a grid （Part 2）.

表 2-b．単点の実測値を内外挿しグリッド化する手法で作成した潮流調和定数データセット（その 2）．

Table 2-a． A tidal current harmonic constant data set created by interpolating and extrapolating the measured values 
of a single point into a grid （Part 1）.

表 2-a．単点の実測値を内外挿しグリッド化する手法で作成した潮流調和定数データセット（その 1）．
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Table 3-a．Tidal current harmonic constant data set created by simulation （Part 1）.
表 3-a．シミュレーションにより作成した潮流調和定数データセット（その 1）．

Table 3-b．Tidal current harmonic constant data set created by simulation （Part 2）.
表 3-b．シミュレーションにより作成した潮流調和定数データセット（その 2）．
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Table 3-c．Tidal current harmonic constant data set created by simulation （Part 3）.
表 3-c．シミュレーションにより作成した潮流調和定数データセット（その 3）．

Table 3-d．Tidal current harmonic constant data set created by simulation （Part 4）.
表 3-d．シミュレーションにより作成した潮流調和定数データセット（その 4）．
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Table 3-e．Tidal current harmonic constant data set created by simulation （Part 5）.
表 3-e．シミュレーションにより作成した潮流調和定数データセット（その 5）．

Table 3-f．ID: SI09, ID: SI10 grid size, etc.
表 3-f．ID：SI09，及び ID：SI10 のグリッドサイズほか．
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Fig. 1．ID: SI09 calculation area, etc.
図 1．ID：SI09 の計算領域ほかを図化したもの．

Fig. 2．ID: SI10 calculation area, etc.
図 2．ID：SI10 の計算領域ほかを図化したもの．
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3　おわりに
調査結果のうち，グリッドデータ作成への直接
的な利用価値，及び利用価値の理由は，潮流グ
リッドデータ作成の手法を検討する上で指標とな
ることから以下にまとめを記載する．

Table 1 の OP01 の利用価値は，単点のため「な
し」である．ただし，手法をシミュレーションと
した場合は，その結果の検証に利用できる．

Table 2 の PG01，PG02，PG03，及び PG04 の
利用価値は，作成手法及びグリッドサイズから海
域全体において精度の高い推算が難しいため「低」
である．PG05，PG06，及び PG07 の利用価値は，
データ精度が低いことや中途で作成を取り止めた
ため「なし」である．ただし，PG07 は精度が向
上した長期間の実測値を得ることができれば，グ
リッドサイズの細密化が必要という課題が残るも
のの実用に耐えるグリッドの潮流調和定数データ
セットの作成が見込める．

Table 3 の SI01 から SI07 までの利用価値は，
海域全体の精度が高い潮流を推算するには，岸付
近のグリッドサイズを細かくする必要があるため
「低」である．SI08 の利用価値は，第七管区海上
保安本部海洋情報部のWebサイトで公開した実
績があり，グリッドサイズが 100 mで細かいが，
潮流調和定数データセットを作成していないため
「低」である．SI09，及び SI10 の利用価値は，瀬
戸内海全域の推算が可能であること，グリッドサ
イズが約 100 m，約 300 m，約 900 m，及び約
2800 mと海域に対応したサイズであるため「高」
である．SI11 の利用価値は，検討を行ったのみ
であり，新たな潮流調和定数データセットが作成
されていないため「なし」である．SI12 は最後
に記載する．SI13 の利用価値は，特定海域のみ
のため「低」である．

SI12 の利用価値は，ソースプログラム等のほ
か詳細な情報を持ち合わせていることから日本全
域のグリッドの潮流調和定数データセットを作成
し，これを使用した精度の高い潮流推算が行える
可能性があるため「高」である．参考までに
SI12 の潮流グリッドデータ例を Fig. 3 に示す．

なお，手法として採用した場合は，潮流調和定数
データセットの海域，及びグリッドサイズ等の決
定，海底地形データの作成などの課題の解決が必
要である．
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要　　旨
海の流れの情報は，航海の安全，海洋での経済
活動，海洋環境の保全，及び海洋レジャーなど
様々な分野で利活用されている．海上保安庁海洋
情報部では，海の流れの情報を収集するために海
流観測，潮流観測，及び沿岸流調査等を行い，そ
の成果を公表し国民に寄与してきている．近年，
海洋に関連する技術が進歩しているところ，これ
に対応するため，海の流れの情報の一つである潮
流を新しい面的な情報として作成する手法の研究
を行った．2018 年度の研究では作成に向けた資
料とするため，潮流調和定数データセットの作成
手法に関する調査をしたので，その結果を報告す
る．


